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●●進捗状況進捗状況

既設ダムの再編・運用変更による治水・利水効果を検討既設ダムの再編・運用変更による治水・利水効果を検討

・ダム間利水安全度バランス・ダム間利水安全度バランス
近年の小雨化傾向により低下した水資源開発施設の供給能力と、需要
量はバランスしている。

既設ダムの利水機能向上については今後も引き続き検討していく。
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既設ダムの再編・運用変更による治水・利水効果を検討既設ダムの再編・運用変更による治水・利水効果を検討

●●今後の見通し今後の見通し

（既設ダムの再編・運用変更による自然環境改善）（既設ダムの再編・運用変更による自然環境改善）
既設ダムの再編や運用変更による貯水池運用や放流操作規則の変更の
検討に併せて、ダム放流施設改造（再開発）に伴う排砂吐き、選択取水の
機能追加などで
・攪乱流況
・土砂移動の連続性確保
・貯水池及びダム下流の水質改善
などの自然環境改善に向けた検討を行っていく。

（高山ダム放流能力増強方策の詳細検討）（高山ダム放流能力増強方策の詳細検討）
・コスト縮減や排砂吐の機能付加、貯水池内及び下流河川の環境改善を
踏まえた検討を行っていく。既往最大洪水（昭和３４年台風１５号）だけでな
くその他の洪水のタイプに対しても最適な操作方式を検討する。

（木津川上流ダム群以外の既設ダム再編運用検討）（木津川上流ダム群以外の既設ダム再編運用検討）
・高山ダム以外の既設ダムにおいても木津川上流ダム群同様に検討を
行っていく。
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